
+-----------------------------------------------------------+ 
  RC9 ファームウェア インスストールマニュアル 
+-----------------------------------------------------------+ 
 
●前提条件 
・禁止事項 
WINCAPS3・VRC9 を RC9 ファームウェアと同一の IPC にインストールしないようお願

いします。 
 
・必要要件 
下記条件を満たさない場合は、インストールできません。 

・BECKHOFF IPC 
・Windows 10 IoT Enterprise LTSC(2019) 
・TwinCAT XAE 3.1.4024.10 
・CPU：Intel(R) 1.91GHz, 4Core 
・Memory：4GB 
・Disk：20GB 
・Ethernet：4 ポート (内 2 ポートは USB to LAN でも構いません。) 
 
●インストール前の準備 
・TwinCAT のインストール 

インストーラーを実行してください。 
  TwinCAT XAE 3.1.4024.10 のインストーラをお持ちでない場合は、弊社までお知らせく
ださい。 
 
・TwinCAT ライセンスのアクティベーション 
 以下参照。 

https://infosys.beckhoff.com/ 
TwinCAT3 > Licensing > Ordering and activation of TwinCAT3 standard licenses > 

Activating standard licenses manually 
※RC9 ファームウェアを導入するためには、TC1300 C ++ ライセンスが必須です。 

 
・TwinCAT のコア割付変更可能設定 

以下を実行することで、TwinCAT のコア割付を変更可能にします。 
"C:\TwinCAT\3.1\System\win8settick.bat" (デフォルト設定時) 
IPC を再起動してください。 

https://infosys.beckhoff.com/


 
・ネットワーク設定 
 各ポートの概要 
（１）EtherCAT 1 
 "EtherCAT 1" はサーボを制御するためのポートです。 
 
（２）EtherCAT 2 
 "EtherCAT 2" は FieldNet デバイスを制御するためのポートです。 
 
（３）TP Connection 
 "TP Connection" は SmartTP に接続し通信するためのポートです。 
 
（４）Local Area Connection 
 "Local Area Connection" はローカル PC と接続し WINCAPS3 との通信のためのポート
です。 
 
●設定 1 
・各ポートの設定 
（１）EtherCAT 1 

 
 
IPC の任意の LAN ポートから上図のコントローラ筐体 Ethrenet ポートにつなぎます。こ
の時つないだ IPC の LAN ポート名称を"EtherCAT 1"としてください。 
 
（２）EtherCAT 2 



 
 
 
IPC の任意の LAN ポートから上図 EK1100 のポートにつないでください。この時つないだ
IPC の LAN ポート名称を"EtherCAT 2"としてください。 
なお、EK1100 および FieldNet デバイスをご使用にならない場合には、IPC の未使用の LAN
ポートを予約領域としてポート名称を"EtherCAT 2"としてください。 
 
（３）TP Connection 

 
 
IPC の任意の LAN ポートから上図のコントローラ筐体 Ethrenet ポートにつないでくださ
い。この時つないだ IPC の LAN ポート名称を"TP Connection"としてください。 
 
（４）Local Area Connection 
ローカル PC とつなぎたい IPC の LAN ポート名称を"Local Area Connection"としてくださ
い。 
 
 
・TwinCAT ネットワークドライバの設定 

EK1100 



概要："EtherCAT 1" と "EtherCAT 2"ポートに TwinCAT ネットワークドライバを設定し
ます。 
 TcXAEShell を起動し、メニューの”TwinCAT”から"Show Realtime Ethernet Compatible 
Devices"を選択してください。 

 
 
"EtherCAT 1"を選択して、"Install"を押下してください。 
"EtherCAT 2"を選択して、"Install"を押下してください。 

   



 
インストール完了後、下図のように TwinCAT ネットワークドライバが設定されます。X を
押して終了してください。 

 

 
・"EtherCAT 1"と"EtherCAT 2"の設定 
「ネットワーク接続」の中のネットワークアダプター名"EtherCAT 1"および"EtherCAT 2"
のプロパティから Internet Protocol Version4(TCP/IPv4)のプロパティを選択し、下図のよ
うに設定し OK 押下で決定してください。 
「IP アドレスを自動的に取得する」にチェック。 



 
 
・”TP Connection”の設定 

「ネットワーク接続」の中のネットワークアダプター名"TP Connection"のプロパティか
ら Internet Protocol Version4 (TCP / IPv4)のプロパティを選択し、下図のように設定し OK
押下で決定してください。 

IP address: 10.255.255.253 
Subnet mask: 255.255.255.252 

 
 



以下の設定にしてください。 
有効 "Client for Microsoft Networks" 
有効 "File and Printer Sharing for Microsoft Networks" 
有効 "Internet Protocol Version 4 (TCP/IPv4)" 
無効 "Internet Protocol Version 6 (TCP/IPv6)" 

 
 
デバイスマネージャーを開き、" Network adapters"から"TP Connection"に対応した箇所を
選択してください。 



 
 
右クリックしプロパティを選択してください。 



 
 
「詳細設定」タブのプロパティから"Speed & Duplex"を選択して、"100 Mbps Full Duplex" 
を選び OK 押下で決定して、デバイスマネージャーを終了してください。 



 
 
●RC9 ファームウェアインストーラの実行 
インストーラのダウンロード 
https://www.denso-wave.com/ja/robot/download/application/ 
 
インストーラ(Setup.exe)を実行してください。 
 
インストール完了後、インストーラデータの以下フォルダをコピーして IPC に保存してく
ださい。 
[コピー元] 
・Installer\Tools\Rc9FirmwareSettingTool 
・Installer\Tools\XAERemoteAccessTool 
[保存先] 
・C:\Program Files (x86)\DENSO ROBOTICS\VRC9\Tools 
 
●設定 2 
・ファイアウォール設定 
“PacScript9”, “VRC9”, “VRC9Admin”を許可してください。 



 

 
・共有フォルダ設定 
[TP9 フォルダ] 
"TP9"[(デフォルト設定時)C:\Program Files (x86)\DENSO ROBOTICS\TP9]を共有フォ
ルダにして、読み取り権限を Administrators, Administrator, RC9Maintainer に設定してく
ださい。 
共有フォルダ名称を"TP$"にしてください。 



 
 

 
 
[User フォルダ] 
"User"[(デフォルト設定時) C:\ProgramData\User]を共有フォルダにして、読み取り権限
を Administrators, Administrator, RC9Maintainer に設定してください。 



 
 

 
 
・ファイアウォール設定 
"セキュリティが強化された Windows Defender ファイアウォール"で、以下の項目を許可
してください。 
受信の規則 "File and Printer Sharing (SMB-In) 
送信の規則 "File and Printer Sharing (SMB-Out) 



 
 
・IIS Server 設定 
IIS Server をインストールしてください。 

 



 



 
 以下の設定で FTP サイトを IIS Server に追加してください。 

 
 



 
 

User Folder 



 
 

Default: 
IPC’s Hostname 



 

 
・ファイアウォール設定 
以下の項目を許可してください。 
受信の規則 “IIS-WebServerRole-FTP-In-TCP-21” 
受信の規則 “IIS-WebServerRole-FTP-Passive-In-TCP” 

 
 
 
・権限の設定 



“Projects” [(in default setting) C:\ProgramData\User\Projects] に下記アカウントの権限
を設定してください。 
“Settings” [(in default setting) C:\ProgramData\User\Settings] に下記アカウントの権限
を設定してください。 
“Temp” [(in default setting) C:\ProgramData\User\Temp] に下記アカウントの権限を設
定してください。 
“Update” [(in default setting) C:\ProgramData\User\Update] に下記アカウントの権限を
設定してください。 
 [Administrators] 
[Administrator] 
[RC9Maintainer] 
[RC9FTP] 

 
“Projects” 

 

 



 
“Settings” 

 

 
 
“Temp” 



 

 

 
“Update” 



 

 
 
 
●タスクスケジューラ設定 
"\Microsoft\Windows\Management\Provisioning\Logon" を  "Disabled"に設定してくだ
さい。 



 
 
●ポート設定 
デバイスマネージャーでポート(COM と LPT)を確認してください。もしも同一ポートを
使っている場合は設定を変更してください。 



 
 
●プロジェクト設定 
・WINCAPS3 でプロジェクトを新規作成してください。 
・作成したプロジェクトを IPC(C:\ProgramData\User\Projects)にコピーし, フォルダ名
称 を “$Next”に してく ださ い（下 図の フォル ダ構 成にな るよ うにし てく ださい ）。
“completeUpdate.flg” (空ファイル)を新規作成してください。 



 
・ “TwinCATData.sln”, “TwinCATData.tsproj”, “RealTimeSettings.xml” を “C:\Program 
Files (x86)\DENSO ROBOTICS\VRC9\TwinCATDefault” か ら
“C:\ProgramData\User\Projects\$Next\TwincatData”にコピーしてください。 

 
 
・TwinCAT コア割付設定 
TwincatData.sln (in “C:\ProgramData\User\Projects\$Next\TwincatData”) を 

TcXAEShell で開いてください。 
TwinCATData → SYSTEM → Real-Time を選択し、“Set on target”を押下して、Isolated 

が 2 以上となるように設定して、Set を押下し IPC を再起動してください。 



 
 
IPC の再起動完了後 
・TwinCATData フォルダ (“C:\ProgramData\User\Projects\$Next\TwincatData”)を削
除してください。 
 
●RC9FirmwareSettingTool 
初期化のため Rc9FirmwareSettingTool.exe を実行してください。 
 
●RC9 ファームウェアのアクティベーション 
License Manager を起動してください。 
“VRC9/RC9 ファームウェア”を選択し、[ライセンス登録/削除]ボタンを押下してください。 



 

[アクティベーション]ボタンを押下してください。 

 
“ライセンスキー”と“識別キー”を確認してください。 



 
 
“アクティベーションキー”を以下サイトで発行してください。“DENSO ROBOTICS 
MEMBER” (https://www.denso-wave.com/ja/robot/login/) 
 
License Manager で“アクティベーションキー”を入力し、[登録]ボタンを押下してください。
「成功しました」のメッセージが表示されます。 

 
 
 
●RC9 ファームウェアの起動方法 
“StartRC9FW.bat”をダブルクリックしてください。 

"C:\Program Files (x86)\DENSO ROBOTICS\VRC9\VRC9Admin"(デフォルト設定時) 
 
●RC9 ファームウェアの終了方法 
 タスクバーにある RC9 アイコンを右クリックし、“Exit”を押下してください。数秒後に
RC9 アイコンが消えます。 
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